
 

 

令和８年度 作木中学校区小中一貫教育グランドビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

徳 豊かな心 

９年間を見通し，作木小・中の学びをつなぐ教育活動を推進することを通して，児童生徒一人一人 
の可能性を伸ばし，将来をたくましく生きる資質・能力を身に付けさせる。 

令和８年度 研究主題 

＜研究主題＞ 自分を理解し，しっかり考え判断し，表現することができる児童生徒の育成 
～コミュニティ・スクールの推進をとおして～ 

 

作木中学校区小中一貫教育のねらい 

作木小中一貫教育目標 

ふるさとを愛し，新しい時代をたくましく生きる児童生徒の育成 

中３ 

中２ 

中１ 

小６ 

小５ 

小４ 

小３ 

小２ 

小１ 

幼児 

３歳未満 

 
 知 確かな学力 

 

 

〇課題，目標，ビジョンの共有 

〇「地域の人が参画する」学校 

づくり 

〇子どもを伸ばすために， 

 「人・もの・情報」の共有と 

その活用 

 〇地域参加日の設定（毎月３日） 

 

〇基本的生活習慣の確立 

〇家庭学習・読書の習慣化 

 

〇主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業改善の推進 
〇学習規律の統一 
〇ICTの効果的活用 
〇出前授業 
〇各種学力調査の結果分析 
〇合同授業研究 

〇保・小・中合同運動会 

〇体力向上のための取組 

〇児童生徒の実態・課題の交流 

〇食育の推進 

〇読書に関する取り組み 

〇小中合同レクリエーション 

〇生徒指導に係わる連携 

〇生徒指導規程による一貫した指導 

新コア・カリキュラム 

〇新コア・カリキュラムの実践 

〇地域の方の参画、協働 

小中一貫教育 

「さくぎ教育」 

自分の適性を知り，将来の夢の実現に向けて自ら考え，行動する 

自分の良さを知り，自ら立てた目標に向けて，最後までやり抜く 

学びの基礎と基本的な生活習慣，集団生活のきまりを身に付ける          

体 健やかな体 

コミュニティ・スクールの推進 

（学校・地域・家庭との協働） 

家庭・地域との協働 

生活の中で、生活習慣を身につけ、決まりの大切さを知る 


